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呼
吸
器
外
科
は
、
呼
吸
器
領
域

の

病
気

の
う
ち
外
科
治
療
が
必
要
な
息

者
さ
ん
に
手
術
を
す
る
科

で
す
。
主

な
対
象
疾
息
に
は
、
肺
癌
、
悪
性
中

皮
腫
、
縦
隔
腫
場
な
ど

の
腫
場
性
疾

息
、
自
然
気
胸
、
続
発
性
気
胸
、
巨

大
肺
嚢
胞
な
ど

の
気
腫
性
疾
息
、
さ

ら
に
膿
胸
や
気
管
支
拡
張
症
、

ア
ス

ペ
ル
ギ

ロ
ー

マ
な
ど

の
炎
症
性
疾
息

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

肺
癌
は
、
男
性

の
癌
死
因
の
第
１

位
、
女
性

で
３
位

で
あ
り
、
日
本
で

年
間
６
万
人

の
方
が
命
を
落
と
し
て

い
る
病
気

で
す
。
症
状
が
な
か
な
か

で
な

い
病
気

の
た
め
、
病
院
受
診
時

に
は
手
遅
れ
と
云
う
方
が
多

い
の
が

特
徴
で
す
。
ま
た
、
団
塊

の
世
代
が

６０
代
を
迎
え
肺
癌
年
齢
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
急
増
す
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
、
早
期

癌

の
方
に
は
胸
腔
鏡
併
用
で
低
侵
襲

な
手
術
を
、
進
行
癌

の
方
に
は
抗
癌

剤
や
放
射
線
治
療
を
併
用
し
て
の
拡

大
手
術
を
行

っ
て
お
り
、
「諦
め
な

い

治
療
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
積
極
的
な
外

科
治
療
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
万
が

一
再
発
さ
れ
て
し
ま

っ
た
息
者
さ
ん

に
も
外
来

で
の
化
学
療
法

に
よ
り
自

宅

で
の
生
活
を
で
き
る
だ
け
送
れ
る

よ
う
に
心
が
け
、
更
に
、
症
状
が
進

行
し
通
院
困
難
な
方
に
は
、
訪
問
看

護
／
往
診
な
ど
を
利
用
し
在
宅
診
療

も
行

っ
て
い
ま
す
。

悪
性
中
皮
腫
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
と

関
連
が
あ
る
と
さ
れ
、
近
年
増
加
中

の
疾
息

で
す
。
西
日
本
に
比
べ
東
北

地
方

で
は
少
な

い
疾
患

で
す
が
、
東

北
地
方

の
中
で
は
、
こ
こ
郡
山
は
化

学
工
場
が
多
か

っ
た
せ

い
か
比
較
的

多

い
印
象
を
受
け
ま
す
。
進
行
が
早

く
手
遅
れ
に
な
り
や
す

い
病
気

で
す

が
、
手
術
、
放
射
線
、
化
学
療
法
を

駆
使
し
て
治
療
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

自
然
気
胸
は
、
若
年

で
背
が
高
く

し

痩
せ
て
い
る
人
に
起
こ
る
病
気
で
す
。

肺

の
成
長
に
比
べ
、
胸
郭

の
縦
方
向

の
成
長
が
著
し

い
と
起

こ
り
や
す

い

病
気

で
す
。
肺
を
包
む
胸
膜

の

一
部

が
弱
く
な
り
空
気
漏
れ
が
生
じ
て
し

ま

い
ま
す
。
気
漏
が
止
ま
ら
な

い
場

合
、
再
発
を
繰
り
返
す
場
合
は
手
術

の
適
応
と
な
り
ま
す
。
手
術
後
は
３

日
程
で
退
院
可
能
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
診
療
は
常
勤
医
師
４
名

で

行

っ
て
い
ま
す
。
外
来
診
療
は
火
曜

日
と
金
曜
日
。
手
術
日
は
月
曜
日
と

水
曜
日
。
気
管
支
鏡
検
査
は
金
曜
日

の
午
後
に
行

っ
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
胸
部
外
科
、
呼
吸
器
外

科
、
呼
吸
器
外
科
専
門
医
機
構

の
認

定
施
設
で
あ
り
、
指
導
医
、
専
門
医

が
常
勤
し
て
い
ま
す
。
安
全

で
質

の

高

い
医
療

の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
福
島
県
は
呼
吸
器
外
科

の
専
門

施
設
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勉
強

会
な
ど
を
通
じ
て
他
施
設
と
も
連
携

を
深
め
て
い
ま
す
。
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
の
ご
希
望
な
ど
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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Ｄ
病
歯
■
■

４
Ｄ
病
棟
で
す
。
糖
尿
病
息
者
様
の
教
育
入

院
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
疑
い
の
方
の

精
密
検
査
や
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
血
糖
ヨ
ン
ト

ロ
ー
ル
、
療
養
生
活
指
導
を
受
け
る
方
が
入
院

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
症
と
し
て
、
末

梢
神
経
障
害
、
腎
症
、
末
梢
血
管
障
害
な
ど
が

起
こ
り
や
す
い
た
め
合
併
症
の
検
索
も
実
施
さ

れ
ま
す
。
糖
尿
病
で
は
な
く
て
も
健
康
的
に
ダ

イ
エ
ッ
ト
し
た
い
と
い
う
目
的
で
入
院
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
や
い
ま
す
。

せ

∪

こ
こ
で
は
、
西
ノ
内
病
院
の
告
病
棟

・
外
来

・

′
わ

　

そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
に
潜
入
し
、
そ
の
全

，ウ／
　
容
に
せ
ま
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ケ

ノ

，

糖
尿
病
の
治
療
と
し
て
は
、
葉
物
療
法
、
食

事
療
法
、
運
動
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。
糖
尿
病

は
療
養
生
活
管
理
を
通
し
て
血
糖
ヨ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
合
併
症
の
予
防
を
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

４
Ｄ
病
棟
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
息
者
様
に
応
じ
た

療
養
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
集
団
指

導
、
個
別
指
導
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
指
導
を

よ
り
き
め
細
や
か
に
行
う
た
め
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
指
導
に
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。
医
師
、
栄
養
士
、
運
動
ト
レ
ー
ナ
ー
、

菜
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
宕
護
師
、
臨
床
心

理
士
、
な
ど
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
息
者
様
の
今

ま
で
の
生
活
習
慣
を
考
慮
し
て
ど
の
よ
う
に
調

整
し
た
ら
よ
い
か
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

心
配
な
こ
と
な
ど
遠
慮
な
く
相
談
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

退
院
し
て
か
ら
の
療
養
生
活
の
あ
り
方
が
大

切
に
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
外
来
受
診
を

行

っ
て
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が

療
養
生
活
の
チ
ェ
ッ
ク
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
に
当
た

り
、
不
安
や
心
配
が
出
て
く
る
と
き
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
年
か
ら
看
護
師
に
よ
る
療
養
生

活
指
導
外
来
を
フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
と
し
て
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
足
病
変
だ
け
で
な
く
済
養
生

活
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
宕
護
師

が
お
話
を
伺
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（熊
田
　
美
江
子
）

足
は
、
全
身
を
診
る
こ
と
の
で
き
る
窓
で
す
。

心
臓
か
ら
最
も
遠
く
に
存
在
し
て
い
る
た
め
血

管
の
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
実
際
に
触

っ
て
足

が
冷
た
い
と
感
じ
た
ら
ま
ず
、
脈
を
触
れ
て
み

る
こ
と
で
動
脈
硬
化
病
変
の
有
無
を
察
知
す
る

事
が
で
き
ま
す
。
糖
尿
病
で
は
特
果
的
に
神
経

障
害
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
神
経
障
害
が
あ
る

と
痛
み
も
少
な
い
た
め
、
糖
尿
病
性
足
病
変
が

効
率
に
発
生
し
ま
す
。
足
潰
場
、
切
断
の
既
往

が
あ
る
症
例
の
再
発
率
は
、
１
年
以
内
で
狙
％
、

３
年
以
内
で
は
６‐
％
、
５
年
以
内
で
は
７０
％
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト
ケ
ア
の
重
要
性

が
高
い
疾
息
で
あ
り
、
通
切
な
ケ
ア
に
よ
っ
て
切

断
の
約
８５
％
は
防
ぎ
得
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
は
平
成
１９
年
６
月
か
ら
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
精
尿
病
の
方
で
イ
ン
ス
リ

ン
を
使
用
さ
れ
て
い
る
息
者
様
で
足
病
変
の
リ

ス
ク
の
あ
る
方
に
対
し
、
糖
尿
科
医
師
よ
り

「在
宅
療
養
指
導
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
の
指
示
が

出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
指
示
を
受
け
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
に
４
階
Ｄ
病
棟
の
看
護
師
が
内
科
１１

番
診
察
室
に
お
い
て
、
待
機
し
、
フ
ッ
ト
ケ
ア

外
来
の
業
務
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
息

者
様
の
問
診
を
取
り
、
足
の
感
覚
の
検
査

（タ

ッ
チ
テ
ス
ト
）
、
ド
ッ
プ
ラ
ー
検
査
、
足
の
観

察

（白
癖
の
有
無
、
肝
ほ
、
鶏
眼
の
有
無
な
ど
）

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
足
浴
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

4D病棟スタッフ

爪
き
り
、
ケ
ア
方
法
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
視
力
障
害
が
あ
り
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
な

い
方
な
ど
は
、
家
族
指
導
も
行
い
ま
す
。
必
要

の
あ
る
息
者
様
に
は
次
回
来
院
時
も
フ
ッ
ト
ケ

ア
を
実
施
し
、
継
続
的
な
介
入
を
実
施
し
ま
す
。

フ
ッ
ト
ケ
ア
外
来
の
中
で
、
食
事
療
法
や
運
動

療
法
、
薬
物
療
法
な
ど
息
者
様
が
糖
尿
病
と
生

き
て
い
く
中
で
問
題
と
な
る
部
分
も
多
く
あ

り
、
話
し
あ
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
息
者
様
か
ら

は
、
３０
分
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
涼
養
上
の
思
い
を
看
護
師
に
開
い
て
も

ら
え
る
こ
と
、
指
導
の
中
で
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
足
浴
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
効
果
も
あ
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

１１
月
現
在
で
約
２
５
０
名
の
息
者
様
の
フ
ッ

ト
ケ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
増
加
す
る
糖
尿
病
で
す
が
少
し
で
も

「足
壊

癌
」
で
切
断
に
な
る
息
者
様
が
少
な
く
な
る
よ

う
に
、
フ
ッ
ト
ケ
ア
技
術
を
高
め
つ
つ
、
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（赤
穂
小
百
合
）
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り
肉
望
り
あ
拠
こ
拠
◎

理
学
療
法
科
の
紹
介
①

太
回
西
ノ
内
病
院
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

に
は
理
学
療
法
科
、
作
業
療
法
科
、
言
語
療

法
科
、
運
動
指
導
室
が
あ
り
、
日
々
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
息
者
様
の
回
復
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
理
学
療
法
科
の
紹
介
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
理
学
療
法
士
数
は
二
十

四
名
で
す
。
外
来
、
入
院
、
在
宅
の
患
者
様

に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
沿

っ
た
よ
り
よ
い
理

学
療
法
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
日
々
切
確
琢

磨
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
理
学
療
法
士
は
ど
の
よ
う
な
事
を

行

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

一
般
的
に

『理
学
療
法
と
は
校
査
、
測
定
、

評
価
に
基
づ
き
、
何
ら
か
の
疾
病
、
障
害

（
ス
ポ
ー
ツ
を
含
む
）
な
ど
に
起
因
す
る
機

能
　
形
態
障
害
に
対
し
て
、
運
動
療
法
に
よ

る
筋
力
、
関
節
可
動
域
、
協
調
性
と
い
っ
た

身
体
機
能
、
お
よ
び
温
熱
、
水
、
光
線
、
電

気
な
ど
の
物
理
療
法
に
よ
る
疼
痛
、
循
環
な

ど
の
改
善
を
図
る
治
療
科
学
』
と
表
現
さ
れ

ま
す
。
息
者
様
方
に
障
害
が
残

っ
た
と
き
、

起
き
上
が
る
、
坐
る
、
立

つ
、
歩
く
な
ど
の

基
本
的
動
作
や
日
常
生
活
活
動
を
改
善
す
る

た
め
の
指
導
、
そ
し
て
社
会
生
活
を
送
る
上

で
不
利
な
要
素
を
少
な
く
す
る
た
め
の
福
祉

用
具
の
選
定
や
住
宅
改
修
　
環
境
調
整
、
在

宅
ケ
ア
ヘ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
含
ま
れ
ま

す
。
近
年
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
　
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
障
害
予
防
も
理
学
療
法
の
対

象
に
な

っ
て
い
ま
す
。

当
理
学
療
法
科
で
は
現
在
、
外
科
的
手
術

後
、
内
科
的
疾
患
、
中
枢
神
経
疾
患
、
小
児

疾
患
、
呼
吸
器
疾
患
、
循
環
器
疾
息
な
ど

様
々
な
息
者
様
に
対
し
て
入
院
さ
れ
た
そ
の

日
　
手
術
を
受
け
た
次
の
日
よ
り
理
学
療
法

を
提
供
し
て
よ
り
早
い
回
復
や
合
併
症
を
予

防
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
ま

た
当
院
で
は
故
命
故
急
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

受
傷
後
早
期
よ
り
理
学
療
法
士
が
介
入
し
て

い
ま
す
。
早
期
に
介
入
す
る
こ
と
で

一
次
障

害

（骨
折
や
脳
卒
中
な
ど
）
の
治
療
の
た
め

に
安
静
が
強

い
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
起
こ
る

二
次
的
合
併
症

（筋
力
、
体
力
低
下
、
肺
炎

な
ど
）
を
可
能
な
限
り
予
防
し
、
よ
り
早
く

在
宅
や
社
会
復
帰
が
行
え
る
よ
う
に
目
指
し

て
い
ま
す
。

理
学
療
法
科
で
は
機
能
　
能
力
の
治
療

改
善
だ
け
で
な
く
、
息
者
　
家
族
の
皆
様
が

明
る
く
、
元
気
に
笑
顔
で
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
供
に
考
え
、
ご
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Hlj部3DMRACISS法 による内耳lll経系

→がお神経

昨
年
の
１０
月
か
ら
稼
動
し
ま
し
た
、
Ｍ
Ｒ
装
置
の
最
新
画
像
で
す
。

Ｍ
Ｒ
は
、
Ｘ
線
被
曝
も
な
く
造
影
剤
を
使
用
し
な
く
て
も
こ
の
よ
う

な
撮
像
が
で
き
ま
す
。

た
だ
Ｍ
Ｒ
は
強
い
磁
石
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
金
属
が
体
内
に
あ
る

方
は
原
則
禁
忌
に
な
り
ま
す
。

ま
た
妊
娠
初
期
の
方
も
、
Ｍ
Ｒ
に
た
い
す
る
安
全
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
原
則
禁
忌
で
す
。

そ
の
他
、
検
査
に
対
す
る
疑
問
や
不
安
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
ご
質

問
く
だ
さ
い
。

∪

頭部正面から見た主要血管

心電図同期による下はMRA心臓検査

→が左室

ふれ愛 にしのうち



このセミナーは、保健師、助産師、看護師、准看護師の資格を有しながら、現在、その

資格を生かしていない方を対象に職場体験等をとおして、職場復帰を応援するため開催す

るものです。あなたのお知り合いの中にも該当者がいたらぜひお申込み下さい。

□日 程   随 時開催

平成19年9月13/14日 第 1回

平成19年11月20/21日 第 2日まで実施済

各9:00-15'00

※今後の詳しい日程等はホームページに掲

載致しますので、そちらをご覧下さい。

□会 場   大 田丙ノ内病院 地 域医療研1多センター

□受講料  無 料

ロプログラム (主な内容)

最近の医療事情、病棟看護体験、看護技術と考え

方、く安全告型>、 <敗 急看護>、 BLS(AED含

む)、く揮清予防>、 <感 染管理>等

□案内書 ・申込用紙

ホームベージ (参加中込書ダウンロード可)や 院内各

施設のパンフレットスタンドに開催案内書 (参加申込

書付)を 用意してあります

□申込み先  参 加申込書を 郵 送、FAX(ご 持参

も可)な どで、
〒9638558 郡山市西ノ内2-5-20

大田西ノ内病院 看 護管理室 宛

TEL0 2 4-925-1 1 88

ロセミナー担当 大 田西ノ内病院看護管理室、または

法人運営推進本部 人 事部教育研修課

□第 1回 職 場復帰応援 『看護セミナー』のようす

せ

【材料】(4人分〉

バター   大 さじ1

料理酒   大 さじ2

水       100cc

小麦粉   大 さじ1

豆字し       400cc

味噌    大 さじ1

にんにく(チューブでも) 少々

砂糖     /1ヽさじ1

コンソメ  小 さじ1

塩こしょう   適 量

移

岱

豆
乳
の

ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー

∪

(1人分〉エネルギー 149脚  た んぱく質…10g

豆
乳
は
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ん
だ
食

品
で
す
。
美
容
ビ
タ
ミ
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
ビ

タ
ミ
ン
Ｂｌ
、
Ｂ２
ヽ
Ｂ６
ヽ
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
た

つ
ぶ

り
で
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
血
行
を
良
く
す
る

作
用
も
あ
り
、
一肩
こ
り
に
効
く
他
、
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
も
盛
ん
に
し
て
夫
肌
作
り
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。
更
に
女
性
に
不
足
し
が
ち
な
欽
分

は
■
乳
の
約
十
倍
以
上
。
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
の
働

き
を
活
性
化
す
る
オ
リ
ゴ
糖
も
た
く
さ
ん
含
ん

で
い
ま
す
。
又
、
体
脂
肪
を
気
に
す
る
方
に
も

安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
え
る
ノ
ン
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
飲
料
で
す
。
豆
乳
は
２
％
の
脂
肪
を
含
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
脂
肪
分
は
植
物
性
の
た
め

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
含
み
ま
せ
ん
。
外
食
が
多

い
方
に
は
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
手
軽
に
取

れ
る
豆
乳
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
る
季
節
に
体
を

温
め
て
く
れ
る
豆
乳
の
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー
を

是
非
お
試
し
下
さ
い
。

《作
り
方
》

Ｏ
玉
葱
、
さ
つ
ま
芋
は
ｌ

ｃｍ
角
に
切

っ
て
レ
ン

ジ
で
弘
ら
か
く
し
ま
す
。

Ｏ
Ａ
の
資
材
を
バ
タ
ー
で
炒
め
、
小
麦
粉
を
と

い
た
水
、
酒
、
豆
乳
、
に
ん
に
く
、
味
噌
、
砂

料
、
コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て
、
蓋
を
し
て
煮
る
。

０
塩
こ
し
ょ
う
で
味
を
調
え
て
出
来
上
が
り
。

（立
乳
は
沸
騰
す
る
と
分
離
す
る
の
で
火
加
減

を
注
意
し
て
下
さ
い
。）

ふれ愛 にしのうち



オープンシステム情報ネットワーク

針生ヶi
病院
●

至会津

石

幌 セブンイレジと
●       .
トヨタカローラ

カワチ薬品●

●日産部品

●富田小

太田西ノ内病院では、患者さんに

質の高い医療を受けていただくた

めに、開業医の先生方と連携をむ

すんでいます。ここでは、太田西ノ

内病院オープンシステムの登録医

療機関、登録医師のご紹介をしてい

ア
●］　酌　日道相号ｆ・】

文
　
・局

●
積費

眼
科

君
塚
病
院
●

カ
ワ
チ
●

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
●

V

ダワ
●うねめ団地

所 在 地/〒 963‐3851

言F山市開成6丁 目192‐2

電  話 /024‐ 983‐1024

F A X/024‐ 983‐1010

診 療 科/内 科

休 診 日/木 曜の午後 ・日曜 ・祝祭日

診療時間/月 ・火 ・水 ・金曜日

午前 9:00～ 12:00

年後 2:00～  6:30

本曜日

午前 9:00～ 12:00

土曜日

午前 9:00～ 12:00

年後 2:00～ 5:00

ウ

Ｉ
●

昭
和
６０
年

昭
和
聞
年

平
成
４
年

平
成
確
年

平
成
１５
年

平
成
１８
年

ク
リ

エ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
組
織

の
理
念

と
し
て
は
、
精
尿
病
息
者
さ
ん
の
外
来
診

療
を
充
実
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
は
痛
く
も
痒
く
も
な

い
の
に
将
来

に
合
併
症
が
起
こ
り
う
る
と

い
う
、
息
者

さ
ん
に
と

っ
て
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
疾
息
で

す
。
血
粘

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
人
院

と

い
う
バ
ー
チ
ャ
ル
な
状
態
で
は
、
血
粘

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
好
に
な
る
の
は
当
然

な
の
で
す
が
、
外
来
と

い
う
実
生
活
で
は

悪
化
し
て
し
ま
う
と

い
う

こ
と
が
多
々
み

ら
れ
ま
す
。
外
来
診
療
を
充
実
す
る
こ
と

は
糖
尿
病
診
療
に
と

っ
て
は
非
常
に
大
切

と
な
り
ま
す
。
外
来
診
求
を
充
実
す
る
た

め
に
は
、
１
人
１
人

の
思
者
さ
ん
の
診
療

時
間
を
で
き
る
だ
け
長
く
し
治
療
上
の
問

題
点
を
拾

い
上
げ
、
１
つ
１
つ
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

管
理
栄
養
士

（２
人
）
、
看
護
師

（５
人
）
、

事
務

（
２
人
）

の
小
さ
な
組
織

で
す
が
、

息
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
治
求
を
目
指
し
み

ん
な
で
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

金
沢
大
学
医
学
部
卒
業

東
北
大
学
第
三
内
科
入
局

太
田
西
ノ
内
病
院
　
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー

同
　
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
長
、
福
島
県
立

医
科
大
学
第
二
内
科
非
常
勤
講
師

東
北
大
学
糖
尿
病
代
謝
科
臨
床
助
教
授

せ
い
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

ッフのみなさん清野弘明先生とスタ

ふれ愛 にしのうち



所 在 地/〒 963‐8046

都山市町東1‐196

電  話 /024‐ 952‐3661

F A X/024‐ 952‐8203

診 療 科/内 科、神経内科、麻酔科、

り八ビリテーション科、外科

休 診 B/日 曜日、視日

診療時間/月 ・火 ・水・金曜日

午前 9:00～ 12i30

年後 2:00～ 6:00

木 ・土曜日

午前 9:00～ 12:30

往診 ・訪問診療/往 診可
ぶ
佐々木泰道先生とスタッフのみなさん

∪

現
在

の
地
に
開
業
し
て
か
ら
、
二
十
五

年
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
開
業
し
ま
し
た

頃
に
は
富
田
町
の
現
在
地
は
、
周
辺
を
回

畑
に
囲
ま
れ
て
、
現
在

の
住
宅

の
密
集
し

た
環
境
か
ら
は
想
像
も

つ
か
な

い
状
況
で

し
た
。
富
田
町
で
、
逢
瀬
川
の
北
側
に
医

院
は
佐
々
木
医
院
の
み
で
し
た
の
で
、
現

状
を
考
え
る
と
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
大
学
に
お
り
ま
し
た
頃
か
ら
、
痛

み
に
関
心
を
持
ち
、
診
療
に
当
た

っ
て
来

ま
し
た
し
、
現
在
も
痛
み
が
、
診
療

の
中

心
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
佐
々
木
医

院

の
基
本
診
療
方
針
と
し

て
、
地
域

の

方
々
の
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
よ

う
な
診
療
を
と
心
が
け
て
来
ま
し
た
。
出

来
る
だ
け
、
広
く
診
療

の
幅
を
持
ち
、
そ

の
中
に
私
の
関
心
を
持

っ
て
き
た
痛
み
の

問
題
を
据
え
て
、
日
常
診
療
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
専
門
的
な
検
査
、
診
療
が
必
要

な
場
合
、
入
院
を
要
す
る
場
合
な
ど
に
、

太
田
西
ノ
内
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
連
携

病
院
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
診
療
す
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

院
長
　
佐

々

木

泰

道

昭
和
０８
年
　
福
島
県
立
医
科
大
学
卒
業
、
以
後
、

同
校
麻
酔
科
学
敦
室
入
局
、
総
合

会
津
中
央
病
院
、
福
島
病
院
勤
務

昭
和
５７
年
　
現
在
地
に
佐
々
木
医
院
開
院

∪

所 在 地/〒 963‐8041

部山市富田町中ノロ41

電  話 /024-962‐ 0230

F A X/024‐ 962‐0231

診 療 科/内 科 ・循環器科 ・消化器科

休 診 日/水 ・土曜日午後 ・日曜 ・祝祭日

診療時間/月 ・火 ・木 ・金曜日

午前 9:00～ 12:30

年後 2:30～ 6:30

水 ・土曜日

午前 9:00～ 12:30

平
成
１８
年
１０
月
に

″ひ
ろ
さ
か
内
科
ク
リ
エ
ッ

ク
″
を
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
１２
年
３
月
よ
り
太
田
西
ノ
内
病
院

循
環
器
科
に
赴
任
致
し
ま
し
た
が
、
大
変
息
者
様
が

多
い
病
院
で
、
年
々
増
加
す
る
外
来
の
息
者
様
を
診

療
し
、
か
つ
故
急
医
療
に
携
わ
る
事
を
両
立
す
る
に

は
物
理
的
　
肉
体
的
な
限
界
も
感
じ
な
が
ら
、
あ
っ

と
い
う
間
に
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
度
新
た
な
道

を
選
び
、ま
た
既
に
１
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
ク
リ
エ
ッ
ク
は
、
特
に
循
環
器
疾
患
に
お
け
る

地
域
医
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
診
療
所
と
し
て
は
贅
沢
な
循
環
器
系
診
療

機
器
を
そ
ろ
え
、
専
門
の
認
定
検
査
技
師
も
常
勤
し

て
お
り
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
Ｈ
は
、
ひ
ろ
さ
か
の
Ｈ

を
表
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
■
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

（正
直
）
な
医
療
で
、
Ｈ
ｃ
ａ
ｒ
ｔ
（臓
器
の
心
臓
だ

け
で
な
く
病
ん
だ
心
）
を
い
や
し
、
Ｈ
ｃ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
ｙ

（息
者
様
の
健
康
維
持
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
ス

タ
ッ
フ
も
健
康
的
）
で
Ｈ
ｃ
ａ
ｒ
ｔ
ｆ
ｕ
ｌ

（心
の
こ

も
っ
た
優
し
さ
の
あ
る
）
な
ク
リ
エ
ッ
ク
に
す
る
と

い
う
設
立
理
念
も
表
し
て
い
ま
す
。

患
者
様
が
来
院
さ
れ
て
、
突
顔
で
帰
路
に
つ
か
れ

る
よ
う
な
ク
リ
エ
ッ
ク
に
な
る
べ
く
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

康坂 朗 先生とスタッフのみなさん

理
学
長
　
庫

坂
　
　
　
朗

昭
和
５８
年
　
福
島
県
立
医
科
大
学
卒
業
　
昭
和
５３
年
　
福
島
県
立
医

科
大
学
第

一
内
科
（刈
米
重
夫
教
授
）
入
局
　
昭
和
∞
年
　
い
わ
さ
市

立
常
磐
病
院
内
科
医
員
　
昭
和
硬
年
　
（財
）心
臓
血
管
研
究
所
研
究

員
補
　
昭
和
硬
年

（財
）心
臓
血
管
研
究
所
研
究
員
　
平
成
２
年

福
島
県
立
医
科
大
学
第

一
内
科
（丸
山
幸
夫
教
授
）
副
手
　
平
成
４
年

福
島
県
立
医
科
大
学
第

一
内
科
（丸
山
幸
夫
教
授
）
助
手
　
平
成
セ
年

（財
）
太
田
綜
合
病
院
附
属
太
田
西
ノ
内
病
院
循
環
器
科
部
長
　
平
成

‐３
年
　
（財
）
太
田
綜
合
病
院
的
属
太
日
西
ノ
内
病
院
循
環
器
科
セ
ン

タ
ー
長
　
平
成
１８
年
　
ひ
ろ
さ
か
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長
　
平
成

‐９
年
　
医
療
法
人
ひ
ろ
さ
か
内
科
　
理
事
長

8、れ愛 にしのうち



樋川 美 星ちゃん
0平 成19年10月20日
12時13分生まれ

●体重36609

●父 :樋川 和 也さん

母 :樋||1  薫 旬t

キ           美 畳ちゃんとお母さん

①やっと会えたね! 嬉しい

ち8嬰侯ふ子民亀言、幸せな気持ちでいっぱいです。
4犬で仲良く楽しい思い出をたくさん作ろうネ。

8落舌跡輔転類;該漏既浦雅
号告

かいしゆう

海秀<ん
き とう

佐藤

●平成19年 10月 19日
18時33分生まれ

●体重32559

●食 :佐藤 利 夫さん

母 :佐藤 千 春旬t
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太回西ノ内病院広報委員会では皆様からの原稿 ・写真等を募集しております。

今後の広報誌に掲載してほしいものがありましたら、広報委員会までご連絡下さい。

一
〓

日
足
も
す
っ
か
り
短
く

な
り
、
紅
葉
や
初
冠
雪
の

た
よ
り
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
秋
が
深
ま
っ
て

い
く
今
日
こ
の
頃
、
皆
様

は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
朝
は
冷
え
込
む
こ
と
が
多
く
な
り
、
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
流
行
が
危
保
さ
れ
ま

す
が
、
秋
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
に
、
読
書
に
、
芸

術
に
、
そ
し
て
食
欲
に
趣
味
の
季
節
で
す
。

趣
味
と
健
康
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
仲
だ
と
思
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
で
体
は

健
康
を
維
持
し
、
ま
た
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
好
き
な
映

画
を
見
た
り
、
好
き
な
本
を
読
ん
だ
り
す
れ
ば
ス
ト

レ
ス
が
発
散
さ
れ
ま
す
。
私
の
祖
父
は
相
撲
が
好
き

で
、
相
援
が
始
ま
る
と
毎
日
欠
か
さ
ず
観
て
は
、
私

に
今
日
は
誰
が
勝
っ
た
負
け
た
な
ど
ニ
コ
ニ
コ
顔
で

言
っ
て
き
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣
な
の
で
し
ょ
う
か
。

趣
味
は
健
康
の
源
で
す
。
ま
た
健
康
で
な
け
れ
ば
趣

味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

趣
味
を
辞
書
で
ひ
く
と

「仕
事
　
職
業
と
し
て
で

な
く
、
個
人
が
楽
し
み
と
し
て
し
て
い
る
事
柄
」
と

あ
り
ま
す
。
そ
う
、
趣
味
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
大
小
や
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
楽

し
く
行
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

趣
味
に
没
頭
し
て
寝
不
足
に
な
っ
た
り
、
食
欲
の

趣
く
ま
ま
に
食
べ
過
ぎ
た
り
逆
効
果
と
な
ら
な
い
よ

う
気
を
付
け
て
こ
れ
か
ら
の
季
節
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。　
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